
1.診断対象システム/診断機能

*1＝アクティブテストの詳細は項2(P1)、*2＝作業サポートの詳細は項3(P1)、

*3＝カスタマイズの詳細は項4(P1)を参照願います。

自己診断 フリーズフレームデータ データモニター アクティブテスト*1 作業サポート*2 カスタマイズ*3

ABS 〇 〇

インストルメントクラスタ 〇 〇

エアコン 〇 〇

エアバッグ 〇

エンジン 〇 〇

トランスミッション(セレスピード) 〇

パワーステアリング 〇

ボディ 〇

2.アクティブテスト機能

システム

ABS ● ポンプモーター駆動

インストルメント ● セルフテスト

3.作業サポート機能

システム

エンジン ● 空燃比初期化

ABS ● エア抜き

ステアリング ● アングルセンサー初期化

トランスミッション ● 圧力降下 ● エア抜き ● クラッチ交換後のリセット

● クラッチグリップ点の基本設定 ● 回路の基本調整 ● コンポ―ネント交換後のリセット

● ポンプ交換後のリセット ● ポンプリレー交換後のリセット ● 加速度センサー交換後のリセット

● アキュームレーター交換後のリセット

エアコン ● 基本調整

インストルメント ● サービスリセット

4.カスタマイズ機能

機能一覧 ● シートベルト警告音ON-OFF設定

機能
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機能

●各種診断機能のご利用にあたっては事故防止のため、自動車メーカー発行の整備解説書でシステムの仕様、点検要領などを事前にご確認ください。

●本資料は診断ソフトごとでサポートする機能の一覧です。車両ごとでは使用できる機能と使用できない機能があります。

●自動車メーカーによる予告無き車両の仕様変更などにより、下表の診断機能が使用できない場合があります。

●本資料の記載内容は予告なく変更する場合があります。
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